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1. 研 究 題 目                                                       

 

数 式 モデルに基 づいたスイッチトリラクタンスモータ駆 動 システムの高効 率化  

 

 

 

2. 研 究 目 的                                                      

 

 本 研 究 では，スイッチトリラクタンスモータ(SRM)の車 載 化 を目 指 し，SRM 駆 動 システムの小

型・高効率化 を図る。SRM の車載 化に向けた課題として，SRM 駆動用インバータを含めたシス

テムの小型・高 効率化 が挙げられる。本 研究 では，SRM 駆 動回路を小型化 するため，SRM の

直 流 リンク電 流 リプルの低 減 が可 能 な理 想 電 流 波 形 の生 成 アルゴリズム検 討 と，実 験 機 による

検証を行う。 
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3. 研 究 内 容及び成 果                                                 

 

本研究 では，スイッチトリラクタンスモータ(SRM)の車載 化を目 指し，SRM 駆動用インバータを

含 めたシステムの小 型 ・高 効 率化 技 術 の開 発 を行った。SRM はモータに通 流する電流 波 形に

よって出力 トルク及び効率が大 幅に変化する。そのため昨年 度まで，SRM に通流する電流のリ

プルと，出力 トルクリプルの両者 の低減 が可 能 な電流波形 （理想 電流 波形 II）を数式 モデルか

ら導出するアルゴリズムの開発 を行ってきた。本年 度はこれに加え，SRM 駆動用インバータの直

流リンク電流に通 流する電流 ピークの低 減を図った。SRM の直流リンクコンデンサは通流する電

流 リプルによって決 定 するため，システムを小 型 化 するためには，直 流 リンクコンデンサ電 流 の

低減が必須である。 

SRM に通流する電 流リプルと出力 トルクリプルの低減に加え，直流リンクコンデンサ電流 が最

小となる理想 電流波形 III の導出を目指して研究を行った結果，自由 度が不足しており，3 つ

を全 て満 足 することが理 論 的 に不 可 能 であることが判 明 した。そのため研 究 方 針 を転 換 し，モ

ータの構造から上記 3 つの目標を解決できるのではないかと考え，新たな構造をもつ SRM を開

発した。新型の SRM は従来の SRM よりも多相であることが特徴であり，これにより従来よりも多く

の自由 度を持つ。開発した SRM により上記の特性 を満足 可能であることを実験により確認した。 
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4. 今 後 の研究の見 通 し                                                     

 

本研究により開発した新型の SRM（構造例：図 1，仕様例：図２）のように，相数を増加させることで相数を

増加させると自由度が増え，その自由度によって所望の特性を与えることが可能であるという知見が得られ

た。本成果を応用することで，所望の特性をさらに追加することが可能となる見込みがある。一方で，単なる

相数の増加はコストの増加を招くため，コストと特性のトレードオフを考慮してシステムを設計していく必要

がある。今後はこれらのトレードオフを考慮したシステムの設計法を確立できれば産業への貢献が可能で

ある。  

 

 
(a) 3-phase 18S/12P SRM   (b) 5-phase 20S/16P SRM 

図 1 新型 SRM の概略図 

Number of poles

Rated power Pm 5.5 kW

Stator 18, Rotor 12

Rated speed n 12000 r/min
9.3 NmRated torque Tn

Input voltage 48V
Stator 20, Rotor 16

Number of turns 12 turns 11 turns

3-phase 18S/12P 
SRM

5-phase 20S/16P 
SRM

Winding resistance 0.012 0.018
 

図 2 SRM の仕様例 
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